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吹田市の「長寿命化総合計画」について 

はじめに 

2021 年度会報Ｎｏ.６では、吹田市の灰溶融炉の操業率が年々低下し半分以下になっていること及び

スラグ生成費用が 4 億円もかかっていることなどを五十川市議が議会で指摘したところ、当局は炉も経

年劣化しているから、「長寿命化総合計画策定業務」（令和 4 年 3 月策定）の中で検討していると返答し

たとの記事を紹介しました。これを読むと焼却炉と灰溶融炉の 2 件の長寿命化計画が載っていると書か

れています。灰溶融炉について、どのような検討がなされているか述べてみたいと思います。 

 

1． 長寿命計画とは？ 

国は市町村が日常の適正な運転管理と毎年の適切な定期点検整備、適時の延命化対策を実施できるよ

うに「廃棄物処理施設長寿命化総合計画作成の手引き（ごみ焼却施設編）」（以下手引書という）を策定

しています。 

さらに、循環型社会形成推進交付金を受けて、基幹的設備改良事業を実施する場合は、二酸化炭素排

出量の削減を条件とし、吹田市では 1.5％以上でよいことになります。 

 この手引書は、施設の維持管理・補修の記録を長年に渡り詳細に整理して、施設を更新した方が良い

か、それとも基幹的改良ですませる方が良いかを専門的に分析することを求めているため、吹田市はこ

の業務を専門業者に委託して本報告書を作ってもらっています。 

 

2. 更新より延命化の方が費用が少ない 

1 章第 4 節（ｐ3）では、分析対象施設は「ごみ焼却施設」と「灰溶融炉」に分けていますが、対象 

経費の分析結果（ｐ50）を見ると、表 1 のように 2 つは分けて書かれておらず、灰溶融炉の経費比較は

計算されていません。 

  

  項  目 延命化する場合 更新する場合 

イニシャルコスト 1３０億円 ３３９億円 

ランニングコスト 1００億円 １３４億円 

小計 230 億円 473 億円 

残存価値 0 円 70 億円 

合計 230 億円 403 億円 

     表 1 焼却炉を更新した場合と延命化した場合のコスト比較 

 

ここで残存価値とは、更新炉を 25 年間使用した後の金銭的価値のことで、「手引書」通り計算する 

と 70 億円になること、および既設炉を延命化した場合には残存価値は 0 円になるとして計算し、結

論としてはコストが少ない延命化措置をした方がよいとしています。 

 

３．ＣＯ2 削減率は？ 

報告書ｐ51 には、延命化工事前と工事後のＣＯ2発生量を比較し、削減率は表２のように、2.6％及

び 3.2％となり、基準の 1.5％をクリヤーしています。基幹改良工事により重要機器の性能を上げるこ

とに因る効果です。 
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  排ガス温度（脱硝反応塔出口）℃ 

  ２１０ ２０５ 

改良前の年間ＣＯ2排出量 ｔ－ＣＯ2／年 ―２２．１０３ ―２２．１０３ 

改良後の年間ＣＯ2排出量 ｔ－ＣＯ2／年 ―２２．６５９ ―２２．７８５ 

基幹改良ＣＯ2削減率   ％   ２．６   ３．２ 

表 2  改良前後のＣＯ2排出量、及び削減率 

 

４．灰溶融炉について 

ｐ53 の第５節から「灰溶融施設の将来にわたる在り方や今後の方針」が書かれ、冒頭で述べたよう

に、「推移をみると、再生資源化物量は年々減少しており、その割合も近年は 20％程度である。」と書

かれ、見直しが期待される書き方です。ところが、その原因と改善策については記述がありません。

灰溶融炉の改善は議会答弁から考えてもメインの基幹工事と思われるので、1 章を設けて原因とその

改善策、工事期間等について専門的に論じるべきだと思うのですが、このような章はなく「２）焼却

灰等のリサイクル方法とその動向」（ｐ55）という表題の項になってしまうのです。そこではリサイ

クルには①溶融、②セメント原料化、③焼成、④山元還元の４種類（表４－５－３）があるが、①溶

融と②セメント原料化が主流になっているとしています。 

この 2 つが主流なら当然、灰溶融炉を止めて焼却灰をセメント原料にする基幹的改良と、存続する基

幹的改良の経済効果とＣＯ2 削減効果を比較すべきということになりますが、この比較も行われてい

ません。 

ｐ56 では溶融炉以外の他の３種類のリサイクルのメリット・デメリットを表４－５－５に載せ、ど

れも基幹改良には不向きであるとして「×」印をつけているだけなのです。 

表 3 セメント原料化のメリット・デメリット及びリスク 

 

このうちセメント原料化のメリットとデメリット及びリスクを表３に記載します。 

「×」と判定した理由は、ｐ57「３．焼却灰等処理の今後の方針」に書かれています。ポイントは以

下の５点です。 

① 灰溶融施設を止めると、焼却灰等の貯留ピット拡張など建物構造物を含む大規模工事が必要とな

るが、限られた範囲の中では設置スペース的に困難。 

② 工事期間も長期になることから、施設の停止期間が長期化するため、処理施設の延命 

化を目的とした基幹改良工事としての実施は難しい。 

③ セメント原料化は、委託先の永続的な一定量の受け入れ確保が課題。 

④  吹田市一般廃棄物処理基本計画においても溶融スラグの資源化・再利用化が計画されており、リサ

メリット デメリット リスク 判定 

① 溶融炉稼働停止によるエ

ネルギー消費量（電力等）

削減。  

② すべての焼却灰と飛灰が

対象となる。 

① 焼却灰及び飛灰の

貯留設備の設置ス

ペースの確保困難。 

② 委託先の永続的な

確保が必要 

① 委託先の受入余力が

ない。  

② 委託費や運搬費の増

大の恐れ。 

③ 受け入れ量の不安定

化の恐れ。 

 

 

× 



4 

 

イクル率においても大きな役割を果たしている。 

⑤  灰溶融炉の稼働に伴う二酸化炭素の発生があるが、セメント化等他の方式についても、委託先まで

の運搬や処理過程における二酸化炭素の発生が考えられる。 

 

５．五つの論拠の妥当性 

（１）大規模工事のスペースは不足するのか？ 

  セメント原料化が困難な第一の理由として、貯留ピット拡張など建屋拡張工事が必要になるが、ス

ペースがないことをあげています。しかし、現在でも灰溶融炉の休止期間中には、炉の運転を止めず

に溶融されない焼却灰がピットに入っているのですから、スペースの確保が困難とは断定するのは早

計と思います。より詳しい専門的検討をすべきです。 

 

（２）工事期間が長くなってしまう 

   基幹改良工事をすると、焼却炉の運転を一時休止せざるを得なくなるから、代替焼却措置をとる

ことになります。現実に生駒市では、ダイオキシン対策工事をしたとき、平成 12 年度：郡山市に 274

ｔ、天理市に 377ｔ、平成 13 年度に郡山市に 268ｔ、天理市に 175ｔの代替焼却をしています。本報

告書は改良工事期間は 5 年としていますが、工事については言及していませんから、休止期間や代替

焼却検討の記載はありません。それなのに溶融炉だけについて、根拠も示さずに期間が長くなるデメ

リットがあるとするのは早計だと思います。 

 

（３）長期安定のセメント原料化委託先がない 

大阪府下では、焼却灰の大半はフェニックスに約１万円／ｔで搬入され、この二倍の費用がかかる

セメント原料化は進んでいませんが、2022 年度Ｎｏ.３の当会会報に記載したようにエコクリーンピ

アはりま（加古川市・高砂市・稲美町・播磨町で構成される一部事務組合）では半分の焼却灰をセメ

ント原料化しています。兵庫環境創造協会が、金属類除去や粒度を揃える前処理工程を担う役割を果

たしているので、神戸市など１０市４組合が参加しています。協会のＨＰを見ると、「 焼却灰：110t/

日（年間処理可能量：26,000t/年）」と書かれ、ｔｅｌで尋ねると今年度では 1,000ｔの余力があると

言っていました。日当たり数トンになるから現段階では本報告書（ｐ56）が「関西圏には委託先が 存

在するが、受入の 余力はない」と判断するのはもっともだと思います。しかし、小さな市民団体でも

このような調査ができるにも拘わらず、本報告書は表題の「長期安定のセメント原料化委託先がない」

との一行で済ませているのは調査不足が甚だしいと思います。 

 

（４）吹田市一般廃棄物処理基本計画に位置付けられている。 

確かに基本計画に位置付けられ、溶融スラグはリサイクル率に貢献してきましたが、費用がかか

りすぎること及び操業率が 20％台に低下している問題が派生しているから基幹改良工事対象に入

れたのだから、これは妥当な理由にはなり得ません。 

 

（５）他の方式でもＣＯ2は排出されている 

  セメント原料化の第一のメリットは、4 項に「溶融炉稼働停止によるエネルギー消費量（電力等）

削減である」と書かれています。即ち灰溶融炉は多量の電気を使うのに伴い、通例の焼却灰よりも多

量のＣＯ2 を排出するデメリットがあります。それなのに本報告書は、灰溶融とセメント原料にする
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場合に排出されるＣＯ2を比べることなく、単に「他の方式でもＣＯ2は排出される」と言っているの

です。 

2022 年度Ｎｏ.３の当会会報では、焼却灰をセメント原料にするには、ふるいにかけ粒度を揃える

こと及び金属類を除去する必要があると書いているから、発生ＣＯ2 は溶融に比べ遙かに少ないと思

われます。即ち、本報告書はセメント原料化は灰溶融に比べＣＯ2 排出量が少ないというメリットが

あると認識しながら、「他の方式でも出る」などと言ってＣＯ2 排出量値の比較はもちろん、本命の溶

融炉を運転した場合とセメント原料化をした場合のコスト比較もしていないのです。 

 

６．結論 

  以上述べてきた通り、溶融炉を止めない 5 つの理由は、基幹改良により得られる経費及びＣＯ2 が

削減されるという 2 つの大きなメリットを超える理由には全くならず、むしろ逆になることは必至で

す。 

  それに気づかない理由は、ｐ53「１．全国の灰溶融施設の稼働状況」調査にあります。ここでは①

建設された 54 施設のうち稼働施設は 13 にすぎないこと、②吹田市のスラグの再利用率は 20％程度

であることなどは調査しているが、基幹改良工事を計画する時には必須要件の灰溶融炉についての

「費用対効果の調査」は行っていないからだと思います。 

（記 森住 明弘） 

 

 

 

 

これは吹田市にある「ニフレル」で見つけた蛙です。 

『フライシュマンアマガエルモドキ』といい熱帯に生息しています。 

葉っぱの裏に逆さになって隠れていますが、見つけてください。昼間はこのように 

寝ていることが多いです。おなかが透けて内臓が見えます。 

「ニフレル」はカピバラやワオキツネザルが放し飼いされていて、水族館のような 

動物園のような、展示の仕方に工夫のある施設です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな生き物がいます 
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脳梗塞体験記 

川島 和義   

 私は、一昨年末に脳梗塞になったのを機会に昨年度から賛助会員になっている。当会の最初から

の会員ではあるが、ほとんど参加してこなかった。会員や読者の皆さんも、脳梗塞を経験しやすい

年齢になられた方が多いだろうから、参考に書き残すことにする。 

 2021年の大晦日だった。平衡感覚が鈍り、言葉も少し喋り難くなったので病院でＭＲＩ検査をす

ると、脳幹部に梗塞がありこのままでは歩けなくなるかも…と脅され、即入院。正月は病院で過ご

すことになった。前夜に飲酒した際、血圧低下で気を失い、家人が呼んだ救急車で運ばれた病院だ。

ＣＴ撮影では異常は無いが、何かあれば来いと言われていた。 

 31日の朝は、日課にしている八幡さんの山上広場でのラジオ体操を済ませていた。登り道では少

しバランスが悪いと感じたが、酒が残っているのかくらいに思っていた。病院に入ると点滴をしな

がらの生活になり、「ベッドから離れるな。トイレも“し瓶”で」と言われ、なんとか医者に頼んで

大便だけはトイレに行けるように許可してもらった。しかし、行こうとすると看護師に待てと言わ

れた。車椅子で、との条件が付いていたのである。 

 診療科は脳神経外科だったが、１月４日くらいに脳神経内科の医師が出勤したので担当医が代わ

り、点滴も外れて飲み薬になり、トイレまでの歩行も許可された。 

 新型コロナ対策で面会が許されず、下着の替えなども看護師を通じて家人から届けられる状態に

なり、それまでのごみ出しなどの日常生活の行動が恋しくて仕方なかった。ともかく早く帰宅した

いとの希望を医師に伝えると、８日には退院しても良いとの許可が出た。退院まではリハビリが日

課になり、ＰＴ（理学療法士）、ＯＴ（作業療法士）、ＳＴ（言語療法士）の世話になった。ちな

みに、ＰＴは“physical therapist”のことだそうだが、これを理学療法士と訳すのには違和感が

ある。“physics”は物理学だが、形容詞形の意味を習ったものなら「肉体の療法士」と理解するだ

ろう。誤訳に近いと思う。これまで「物理学」と「肉体の」が同じような英語であることに疑問を

持っていたが、考えてみると世界を肉体と精神に分ける西洋思想が背景にあるのだろうと思い至っ

た（私的解釈だが…）。 

 リハビリでは短期記憶のテストもされ、いくつかペアの絵を見せられて、後で片方の絵を見せて

もう一方のものを答えさせるというものだ。初めは関連するペアの絵だが、後半は無関係のペアの

絵になって、途端に正答率が下がる。無関係の方は答えられなくても普通だそうだが、いくつか正

解することができていたので「優秀」だと言われ喜んでいた。 

 身体は大丈夫と思っていたが、署名を求められて思うように書けず、右手が不自由になっている

ことを思い知らされた。これは退院後数か月で下手ながら書き慣れてきた。 

 退院10日後に診察を受け、それで近くの病院に代わる予定だったが、３月中旬にもう一度見せて

くれと言われて転院が延びた。紹介状はもらったが、処方された薬が無くなるまでは新たな病院に

も行けず、リハビリの再開も５月になった。ＳＴのリハビリは継続中だ。 

 梗塞で血液が届かずに死んだ脳細胞は回復しないが、予防のために梗塞を起こしにくくするため

の「血液をさらさらにする」薬を、ずっと飲み続けるように言われている。 

 死を経験することはできないと思っていたのだが、脳細胞の一部が死んでいる状態を経験してい

る。樹木の中心部は死んでいるそうだが、動物界の私も同じ状態だと思い至った。 

 普通に接する人は気付かない程度だが、まだ軽い構音障害があり、不自由を感じる 

 退院後にカミさんがネットを見ていて、新型コロナのワクチンは血栓ができやすいというのを見

つけた。ワクチンが脳梗塞の引き金になったのではないか、と私は疑っている。 

コラム 








